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    京都 史跡 琵琶湖疎水「日本最初の発電所 蹴上発電所水圧鉄管とインクライン」 

 

 

                     

明治時代になって 疲弊した京都をよみがえらせた文字通り京都近代化の生命

線「琵琶湖疎水」。 

「琵琶湖から京都へ逢坂山・東山の山越えをして京都三条へ至る旧東海道。この

幹道に沿って琵琶湖と京都を隔てる逢坂山・東山の山並みをくりぬき、水路(疎

水)を建設。京都への水の供給・大阪湾から琵琶湖への水運や交通の整備・疎水

の水を利用した日本最初の水力発電によるエネルギー供給等々の役割を担って

計画的に建設された明治 27 年に完成。京都の街の近代化の基礎となった琵琶湖

疎水。 そして、今も京都の街の生命線であることに変わりない。 

京都と滋賀の人がじゃれあうと いつも「琵琶湖の水止めるぞ」「疎水のみず止

められたらかなんわ」などと決まってそんな話になる「琵琶湖疎水」。 

京都人は春は桜 夏の新緑や疎水を利用した水連学校があり、秋は紅葉と疎水べりの散策は京都人一番の楽しみ。 

「琵琶湖疎水」とは言わず「疎水」と誰しも親しみを込めて語る。 

11月7日 紅葉の南禅寺へ出かけ、ふと思いたって、南禅寺境内 疎水を通すレンガ橋「水路閣」から、疎水に沿って、蹴上

の京都側取水口まで歩きました。疎水は何度も歩いたことがあるのですが、蹴上の京都側出水口周辺の記憶はあいまい。  
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 今回初めて、京都市内を見下ろせる東山山腹を東から西へ流れ下る琵琶湖疎水から取水した日本初の水力発電所が今も健在

で、琵琶湖疎水貯水ダムから、落差34m の2条の水圧鉄管を通して見下ろせる発電所へ水を送り、常時出力210万kwの発電

を行っていることを知りました。( 水圧鉄管は建設当時 錬鉄製鋲接管だったと聞く。) 

紅葉した美しい東山山麓蹴上の自然の中に溶け込んで、これら発電所設備が収まり、すぐ横には琵琶湖疎水上部船着き場蹴上

船溜と下部船着き場南禅寺船溜を結ぶインクライン(傾斜鉄道)線路跡が下へのびている。これは京都近代化の産業遺産である

ばかりでなく、美しい京都を彩る「鉄の風景・鉄のモニュメント」であると気が付きました。 

 

 

 

 

【 和鉄の道 Country Walk   琵琶湖疎水関連 】 

  1. 知っているようで知らなかった京都 伏見の街を歩く 伏見港と鴨東運河(琵琶湖疎水)   2012.5.15.  

       http://www.infokkkna.com/ironroad/dock/walk/12walk09.pdf 

  2. 新緑の京都銀閣寺から大文字山越して大津・三井寺へ   三井寺下琵琶湖疎水取水口周辺  2013.4.26.  

       http://www.infokkkna.com/ironroad/dock/walk/13walk04.pdf 

  3. 京都山科の古代のたたら跡 如意ケ岳南製鉄遺跡群を訪ねる  琵琶湖疎水 山科        2013.8.26.  

       http://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/13iron12.pdf 
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 ◆ 琵琶湖疎水 概略 



 

 

 

     琵琶湖疎水 京都側出水口周辺 

 右手に蹴上浄水場の取水口が見える  



 

 

 ● <蹴上発電所> 日本で最初の事業用水力発電所  

 

１８９１（明治２４）年に日本最初の水力発電所である「蹴上発電所」が「琵琶湖疎水」（１８８５<明治１８>年６月起工、

１８９０<明治２３>年４月竣工）の豊富な用水を利用して蹴上に完成。 

１８９１（明治２４）年１１月に送電を開始。ここで発電された電気は京都市内の時計工場や紡績工場に動力用電力として供

給され、インクラインの運転動力もこの電力を利用。  

また、１８９５（明治２８）年２月に開通した京都電気鉄道・伏見線（日本で最初の市街電車）にも電力を供給するなど 

新しい産業の振興に大きく貢献し、京都市発展の一大原動力となりました。  

 

 

 

 

 

 

 

 

  貯水ダムから下の発電所に伸びる水圧鉄管 琵琶湖疎水の建設当時は錬鉄製鋲接管だったと聞きました 

 



 

 

 ● <インクライン(傾斜鉄道) > 鴨川と琵琶湖疏水と高低差約36m克服のために建設  

 


